
令和7年度畜産生産力・生産体制強化対策事業（肥育期間の短縮・出荷月齢の早期化に向けた取組支援）

早期出荷を実現するための飼養管理マニュアル

“今どきの子牛” の発育能力を引き出すための子牛育成

【背 景①】 子牛市場出荷時に発育が良い子牛は、枝肉成績が良い

発育の良い子牛を育成すれば、市場価値も高く、肥育期間短縮にも寄与できる

【背 景②】 “今どきの子牛“ は発育（日増体量）が良い

“今どきの子牛“ の発育に応じた（能力を引き出す）飼養管理が必要

市場出荷時の日齢体重(kg)と枝肉重量(kg)との関係 市場出荷時の日齢体重(kg)とロース芯面積(cm2)との関係

https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/178959.pdf
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※ 日齢体重：体重／日齢
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出展：alic「肉用子牛取引情報」

一般社団法人全国肉用牛振興基金協会

我が国の肉用牛生産においては、肥育期間の短縮や出荷月齢の早期化等により、配合
飼料の給与量を削減することにより生産コストの低減を図るとともに環境負荷の低減などを
進めることが求められています。



【子牛の発育パターンを理解する】

体高と体重の発育（メス）
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子牛の発育（発達部位）に応じて、
必要な時期に 必要な飼料を 必要な量だけ 給与する（ムダを省く）



【子牛の発育パターンを理解する】

【子牛の消化器官（第一胃）の発育】
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【人工乳＋乾草給与で第一胃の機能、容積を発達させる】

生後1～4か月 生後4～7か月

体高の伸びが最大 体重の増加が最大

飼料中のタンパク質が
骨格の成長に影響

飼料中のエネルギー
が体重に影響

タンパク質含量が高い飼料
（人工乳（スターター）など）

TDN含量が高い飼料
(育成用配合飼料など)

人工乳のみ 人工乳+乾草 乾草のみ

出生後の消化器官の構成割合 成牛の消化器官の構成割合



“今どきの子牛” の発育能力を引き出すための飼料給与マニュアル

【出荷時目標発育】
去勢：280日320kg（日齢体重：1.14kg/日）
雌 ：290日302kg（日齢体重：1.04kg/日）

去
勢
子
牛

日齢 （日） 0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300

体重 (㎏) 35 105 139 173 207 241 275 309 343

人工乳 (kg/日) 自由摂食（飽食） 3.0

育成用配合飼料 (kg/日) 3.5 3.5 3.5 4.0 4.0 4.5 4.5

良質乾草 (kg/日) 自由摂食（飽食） 0.5 1.5 1.5 2.5 3.0 3.5 3.5 4.0

稲わら (kg/日) 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 1.0

雌
子
牛

日齢 （日） 0 30 60 90 120 150 180 210 240 270 300

体重 (㎏) 30 95 126 157 188 219 250 281 312

人工乳 (kg/日) 自由摂食（飽食） 2.5

育成用配合飼料 (kg/日) 3.0 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5 3.5

良質乾草 (kg/日) 自由摂食（飽食） 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 4.0 4.0

稲わら (kg/日) 0.5 0.5 0.5

【飼養管理のワンポイントヒント】

出生後すぐから、人工乳と柔ら
かい良質乾草、新鮮な水を摂
取できるようにします。
離乳時の必要飼料量にも注意
します。

箱・箱・バケツ 保温対策

3か月齢までは、積極的な
保温に努めましょう。
風除け、ヒーター、カーフジャ
ケットなどの着用が有効です。

離乳

【子牛育成の優良事例】

十分な粗飼料摂取を実現する

“子牛用 ドライTMR”

子牛育成に必要な良質粗飼料と育成
用配合飼料などが配合された “ドライ
TMR”は、育成用配合飼料の選び食
いを抑制しつつ、十分な粗飼料摂取が
期待できます。
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